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　毎年、年末年始になると、次の一年をどう過ごすか、いわゆる「一年の目標」み

たいなものを考えたりする。

ナマケモノで三日坊主のＷＶＲは、何をやっても続かない。

アマチュア無線も最初は楽しくＱＳＯしていても、ずっと同じことを続けていると

段々飽きて来て、そのうちに無線機にも全く触らなくなり、免許を流してしまう。

　久しぶりに再開局して、折角３アマも取ったのだもの、これで止めちゃ勿体ない。

何か目標とか、チャレンジ出来るものがあったら、きっと長続き出来るよね？

幸いなことに、今はＦＴ８で海外と比較的簡単に交信できる時代。昔は夢の夢だっ

たＤＸＣＣがひとつの大きな目標として手が届くところに下りてきた。毎日ＦＴ８

でＤＸを追いかけているけど、ＤＸＣＣが１００を越えると、そう毎日新しいエン

ティティの局が現れる訳じゃなし、ＤＸを始めた頃のワクワク感も薄れてきたよう

な感じがする。

そんな折、ＣＱ誌のＤＸリポートの年間皆勤賞を読んだ。

ローカル局の JL1LGX局が皆勤賞で載っていた。

それで彼に、早速リポートの書き方を教えてもらい、12月 16日～1月 15日までの、

１月号掲載リポートを皮切りに、毎月交信また受信した珍しい（自分にとって）局

を、局名、日付、時間、周波数、モード、交信受信の区別、をパソコンのメモ帳に

毎日せっせと記入し、毎月CQ誌編集部へメールで送った。

CQ誌が発売されると、真っ先に読むのが読者ＤＸリポートのページ。

色ボールペンを用意し、ＬＧＸ局とＷＶＲのコールサインを探す。

どこと交信したかなんて全然見ない。ただただ、二人のコールサインに印を付けて、

「今月はＣＱ誌にこれだけ載った！」と自己満足する。

１１月１５日分までの１１ヶ月、ＷＶＲのデータを集計してみた。

周波数は、４０ｍ、１７ｍ、１５ｍ、１２ｍ が主で、秋にアンテナを変えたため、

１１月のみ８０ｍと１０ｍが含まれる。

通算３５４局。この中には月を跨いで重複している局もあるため、その重複を除く

と、２６４局。

エンティティは、１４１エンティティとなった。

これは受信のみも多数含まれているので、実際に交信した数は 1/3～1/4程とかなり

少なくなるが、これだけのエンティティが入感している。それもホイップアンテナ

での受信だから、確実にコンディションが上がっているのと同時に、ＦＴ８の感度

の良さを実感する。



LGX局と二人でＤＸを追いかけて気付いたこと、それはシャックの場所、アンテナ

システムの違いによって、入感する局が違う。

シャック間の距離は約 1.5km、ＷＶＲのほうが東に位置する。

同時刻に同周波数をワッチすると、互いの入感局に微妙な違いがある。また、入感

するタイミングも微妙に違う。当局のほうが先に入感する時もあれば、その逆もあ

る。

　感度の違いに加えて、偏波面の違いも大きい。

Ｖダイポールには強力に入感しているのに、ＷＶＲのモビホには全く入感なし、ま

た、その逆で、モビホには強く入っているのに、Ｖダイポールには入感なしという

こともたびたび。

ひとりでは気付かないことも二人で取り組むと分かってくることが多く、また課題

も見えてくる。

アマチュア無線の運用は、特に電波伝搬実験などでは無く、日常の運用において、

複数の局で同時に行うことは稀だと思う。今年一年、ＬＧＸ局と二人でＤＸを追い

かけて、電離層の不思議と魅力を実感した。

特に感じたことは、僕たちは思い違いをしていることが多い。

それは距離に関して。

例えば、中米でよく入感するベリーズ、ユカタン半島に位置する国だ。

その隣はグアテマラやホンジュラスがあるが、こちらは滅多に入感しない。

「なんでベリーズはよく入感するのに、グアテマラやホンジュラスは入感しな

い？」とか、

「キューバはちょくちょく入感するのに、すぐそばのジャマイカは入ってこな

い。」とか愚痴る。

1.5ｋｍのシャック位置の違いでも入感に差があるのに、国と国の距離は数百キロ

から千キロ以上だったりする。それだけの距離があるんだから、電離層の状態も

違って当然だ。

でも僕たちは、地図上の１ｃｍとか数ミリの長さを見て、この国とあの国はこんな

に近いのに入ってこない！と思う。

実際には千キロや２千キロ以上もの距離があるのに。

以上、今年一年、CQ誌のＤＸリポートを送り続け、ＬＧＸ局とＤＸを追いかけて

分かってきたことや感じたことでした。

現在 2022年 11月 26日、あと残り１２月分、頑張って皆勤賞を取りたいと思いま

す。

　

おしまい。



１月～１１月までＣＱ誌にリポートした入感エンティティ（五十音順）
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